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１／１５平成１８年

（３７増）７８,４５０人　口
（３９増）３９,１９３　　男
（２減）３９,２５７　　女
（４増）３８,０３３世帯数

１月１日現在　推計（前月比）
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広報こまえ　平成１８年（２００６年）１月１５日　�
　

２
月　

日
�
か
ら
３
月　

日
�
ま

１６

１５

で
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
） 。

※
２
月　

日
�
・
３
月　

日
�
は
、

２６

１２

平
日
に
来
庁
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、

申
告
の
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
（
午
前
９
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
） 。

〔
市
民
税
・
都
民
税
申
告
書
〕
課
税

課〔
所
得
税
確
定
申
告
書
〕
武
蔵
府
中

税
務
署

※
計
算
・
記
入
済
み
の
確
定
申
告
書

は
、
申
告
期
間
中
、
課
税
課
で
も
提

出
で
き
ま
す
。

　

確
定
申
告
書
の
作
成
に
つ
い
て
、

税
務
署
職
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い

ま
す
。
ご
来
場
の
際
に
は
、
申
告
に

必
要
な
資
料
・
筆
記
用
具
・
電
卓
な

ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

当
日
、
午
前
８
時
か
ら
中
央
公
民

館
入
口
で
配
布
す
る
整
理
券
の
番
号

順
に
受
け
付
け
し
ま
す
が
、
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
譲
渡
所
得
・
相
続
・
贈
与
の
相
談

は
行
い
ま
せ
ん
。
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■公的年金等の所得計算表（６５歳以上の方）
▽改正前

公的年金等所得額公的年金等の
収入金額�

０円１４０万円未満

� ×１００％－１４０万円１４０万円以上
２６０万円未満

� ×７５％－７５万円２６０万円以上
４６０万円未満

� ×８５％－１２１万円４６０万円以上
８２０万円未満

� ×９５％－２０３万円８２０万円以上

▽改正後

公的年金等所得額公的年金等の
収入金額�

０円１２０万円未満

� ×１００％－１２０万円１２０万円以上
３３０万円未満

� ×７５％－３７万５,０００円３３０万円以上
４１０万円未満

� ×８５％－７８万５,０００円４１０万円以上
７７０万円未満

� ×９５％ － １５５万５,０００円７７０万円以上

※６５歳未満の方の計算式は変わりません。

　

年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
負
担
を
分
か

ち
合
う
と
い
う
視
点
か
ら
、　

歳
以

６５

上
の
方
の
優
遇
税
制
が
一
部
廃
止
さ

れ
る
な
ど
、
高
齢
者
に
対
す
る
税
制

が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　
　

歳
以
上
で
年
金
収
入
の
み
の
単

６５
身
の
方
は
、
こ
れ
ま
で
年
金
収
入
で

２
６
６
万
円
以
下
の
と
き
、市
民
税
・

都
民
税
は
非
課
税
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成　

年
度
分
か
ら
は
、
左

１８

下
表
の
と
お
り
、
年
金
収
入
で
１
５

５
万
円
を
超
え
る
と
、
市
民
税
・
都

民
税
が
課
税
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
た
め
、
新
た
に
市
民
税
・
都

民
税
の
申
告
ま
た
は
確
定
申
告
の
必

要
が
出
て
き
ま
す
。

　

申
告
期
間
に
、
控
除
等
の
申
告
漏

れ
が
な
い
よ
う
適
切
に
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　

歳
以
上
で
合
計
所
得
１
�
０
０

６５
０
万
円
以
下
の
方
に
適
用
さ
れ
て
い

る
老
年
者
控
除
（
市
民
税
・
都
民
税

　

万
円
）
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

４８※
こ
の
廃
止
に
伴
い
老
年
者
控
除
と

の
重
複
控
除
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た

寡
婦
（
夫
）
控
除
に
該
当
す
る
方
は
、

申
告
す
る
こ
と
に
よ
り
適
用
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

　
　

歳
以
上
の
方
に
つ
い
て
、
公
的

６５
年
金
等
収
入
か
ら
所
得
を
算
出
す
る

際
の
計
算
式
が
左
表
の
よ
う
に
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、　

歳
未
満
の
方
に
つ
い
て

６５

は
現
行
ど
お
り
で
す
。

　
　

歳
以
上
で
前
年
の
合
計
所
得
金

６５
額
が
１
２
５
万
円
以
下
の
方
に
適
用

さ
れ
て
い
た
老
年
者
非
課
税
措
置
が

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
経
過

措
置
と
し
て
、
昭
和　

年
１
月
２
日

１５

以
前
に
生
ま
れ
た
方
で
合
計
所
得
が

１
２
５
万
円
以
下
の
方
は
、市
民
税
・

都
民
税
の
均
等
割
額
と
所
得
割
額
が
、

平
成　

年
度
は
算
出
税
額
の
３
分
の

１８

２
を
減
額
（
３
分
の
１
が
課
税
） 、　
１９

年
度
は
算
出
税
額
の
３
分
の
１
を
減

額
（
３
分
の
２
が
課
税
） 、　

年
度
は

２０

減
額
な
し （
全
額
課
税
）と
な
り
ま
す
。

※　

歳
以
上
の
方
で
も
、寡
婦（
夫
）・

６５
障
が
い
者
に
該
当
す
る
方
は
、
合
計

所
得
金
額
１
２
５
万
円
以
下
で
あ
れ

ば
、
今
ま
で
ど
お
り
非
課
税
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
他
の
非
課
税
要

件
は
今
ま
で
ど
お
り
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

平
成　

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

１１

た
市
民
税
・
都
民
税
所
得
割
の
定
率

減
税
が
見
直
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
所
得
割
の　

％
（
４
万

１５

円
が
限
度
）
を
減
税
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成　

年
度
は
所
得
割
の
７
・

１８

５
％
（
２
万
円
が
限
度
）
に
半
減
さ

れ
ま
す
。

※
所
得
税
の
定
率
減
税
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
所
得
額
の　

％
（　

万
円

２０

２５

が
限
度
）
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成

　

年
分
所
得
税
で
は
、　

％
（　

万

１８

１０

１２

５
�
０
０
０
円
が
限
度
）
に
半
減
さ

れ
ま
す
。

　

均
等
割
の
納
税
義
務
を
負
う
夫
と

同
一
生
計
で
一
定
の
所
得
が
あ
る
妻

は
、
平
成　

年
度
ま
で
均
等
割
が
非

１６

課
税
、
平
成　

年
度
は
経
過
措
置
と

１７

し
て
２
分
の
１
と
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成　

年
度
か
ら
非
課
税
措
置
は
完

１８

全
に
廃
止
さ
れ
ま
す
。
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国
民
年
金
保
険
料
の
申
告
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　

今
回
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料

を
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告

す
る
場
合
、「
社
会
保
険
料
（
国
民

年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
の

添
付
ま
た
は
提
示
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
平
成　

年
分
の
国

１７

民
年
金
保
険
料
を
平
成　

年
１
月

１７

１
日
か
ら
９
月　

日
ま
で
に
納
付

３０

し
た
方
に
は
、　

月
１
日
に
「
控

１０

除
証
明
書
」
を
発
行
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

月
１
日
か
ら　

月　

１０

１２

３１

日
ま
で
に
納
付
し
た
方
に
対
し
て

は
、
平
成　

年
２
月
に
「
控
除
証

１８

明
書
」
を
発
行
し
ま
す
。

　

な
お
、「
控
除
証
明
書
」に
記
載

さ
れ
た
月
分
以
外
に
納
付
し
た
場

合
は
、「
控
除
証
明
書
」と
併
せ
て

追
加
で
納
付
し
た
際
の
領
収
証
書

を
添
付
ま
た
は
提
示
を
し
て
く
だ

さ
い
。
紛
失
等
に
よ
る
再
発
行
の

依
頼
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
専
用
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
�
０
５
７
０
（　

）
９
９

００

１
１

■税務署職員による確定申告書作成日程表

定員会　場時　間日　程

２７０人

中央公民館
午前９時３０分

～正午

午後１時　
～４時

１月２５日�

２３０人１月２６日�

２３０人１月２７日�

２５０人１月３０日�

※ご自身で確定申告書を作成していただきま
す。
※職員は作成方法のアドバイスを行います。
武蔵府中税務署は、２月１９日�・２６日�も開庁し
ます。

６５歳以上で配偶者を
扶養している方

平成
１８年度

平成
１７年度

公的年金
収入

０円０円０～　　　
２１２万円 

* １,３００円０円２２０万円

* ８,０００円０円２３０万円

* ９,６００円０円２４０万円

３３,６００円０円２５０万円

３８,２００円０円２６０万円

４２,８００円９,６００円２７０万円

４７,４００円１２,９００円２８０万円

５２,１００円１６,０００円２９０万円

５６,７００円１９,３００円３００万円

６１,３００円２２,４００円３１０万円

６５,９００円２５,６００円３２０万円

７０,６００円２８,８００円３３０万円

７４,０００円３２,０００円３４０万円

７７,５００円３５,１００円３５０万円

■改正に伴う６５歳以上の方の市民税・都民税負担額の目安

６５歳以上で配偶者を
扶養していない方

平成
１８年度

平成
１７年度

公的年金
収入

０円０円０～１５５万円

* ２,３００円０円１６０万円

* ３,８００円０円１７０万円

* ５,４００円０円１８０万円

* ６,９００円０円１９０万円

* ８,４００円０円２００万円

*１０,０００円０円２１０万円

*１１,６００円０円２２０万円

*１３,１００円０円２３０万円

*１４,６００円０円２４０万円

４８,８００円０円２５０万円

５３,４００円０円２６０万円

５８,１００円２３,７００円２７０万円

６２,７００円２６,９００円２８０万円

６７,３００円３０,０００円２９０万円

７１,９００円３３,３００円３００万円

７６,６００円３６,４００円３１０万円

８１,２００円３９,７００円３２０万円

８５,８００円４２,８００円３３０万円

８９,２００円４６,０００円３４０万円

９２,８００円４９,２００円３５０万円

※「*」印の部分は税額の３分の２を減額しています（昭和１５
年１月２日以前生まれの方対象）。
※基礎控除、配偶者控除、老年者控除（平成１７年度のみ適
用）だけで計算していますので、他に控除するものがあれば
税額が少なくなる場合があります。また公的年金以外の収入
がある場合は、税額が変わります。



�　広報こまえ　平成１８年（２００６年）１月１５日

戦
後
の
学
校
と
文
化
活
動

　

戦
災
校
舎
の
復
興
は
昭
和　

年
７

２１

月
以
来
、
４
度
に
分
け
て
行
わ
れ
た

が
、
や
っ
と
で
き
た
校
舎
は
村
民
の

宝
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
文
化
会
の
諸

行
事
、
村
民
大
会
、
地
方
事
務
所
主

催
の
学
校
衛
生
講
習
会
、
映
画
技
術

講
習
会
、
狛
江
青
年
団
主
催
の
笹
森

国
務
大
臣
新
憲
法
講
演
会
、
農
産
品

評
会
、
狛
江
村
遺
族
会
、
村
主
催
の

赤
十
字
講
演
会
、
狛
江
中
学
校
学
芸

会
、
選
挙
投
票
所
な
ど
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
で
使
っ
て
い
る
。

　

新
憲
法
講
演
会
と
い
う
の
は
昭
和

　

年　

月　

日
に
行
わ
れ
た
も
の
で
、

２２

１０

２７

青
年
団
が
主
催
し
、
小
学
校
の
一
室

に
新
憲
法
に
つ
い
て
の
た
く
さ
ん
の

パ
ネ
ル
を
展
示
し
て
、
そ
の
制
定
の

要
職
に
あ
っ
た
笹
森
国
務
大
臣
を
呼

ん
で
の
盛
大
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

校
庭
も
ま
た
、
湘
南
工
場
、
国
際

電
気
、
狛
江
青
年
団
、
青
年
学
校
合

同
体
育
会
、
東
京
繊
維
工
場
、
人
形

劇
、
平
和
祭
、
府
中
消
防
署
主
催
防

火
映
画
、
村
主
催
の
自
転
車
検
査
、

リ
ヤ
カ
ー
検
査
、
消
防
出
初
式
な
ど

で
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
た
。
特
に
戦

後
は
野
球
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
大
人
も
子
供
も
野
球
の
た

め
に
校
庭
を
使
用
し
て
い
る
。

　

か
く
し
て
戦
後
の
狛
江
文
化
の
原

点
は
狛
江
小
学
校
の
復
興
校
舎
で

あ
っ
た
。

　

Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
日
本
民
主
化
政
策
の
一

環
と
し
て
文
化
活
動
に
も
重
点
を
置

い
て
い
た
。
だ
か
ら
ア
メ
リ
カ
か
ら

ナ
ト
コ　

ミ
リ
映
写
機
と
フ
イ
ル
ム

１６

を
持
っ
て
き
て
自
治
体
に
貸
与
し
、

映
画
会
を
奨
励
し
て
い
た
。
そ
の
内

容
は
ア
メ
リ
カ
の
文
化
活
動
や
家
庭

生
活
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
当
時
は
娯

楽
に
乏
し
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

各
地
で
盛
ん
に
上
映
さ
れ
て
い
る
。

狛
江
村
で
も
や
っ
と
復
興
し
た
ば
か

り
の
小
学
校
を
会
場
に
、
青
年
団
や

婦
人
会
な
ど
を
中
心
に
盛
ん
に
利
用

し
て
い
た
。

　

映
写
技
師
も
村
の
若
者
達
だ
か
ら
、

そ
の
た
め
の
講
習
会
が
各
地
で
開
か

れ
て
、
免
許
を
取
得
し
て
き
た
。

　

し
か
し
困
っ
た
の
は
停
電
で
あ
る
。

発
電
能
力
の
低
下
と
燃
料
不
足
に
よ

る
電
熱
器
の
使
用
で
停
電
が
多
か
っ

た
の
で
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
「
映
写
中
は

会
場
及
び
そ
の
付
近
の
電
熱
器
は
な

る
べ
く
使
用
を
禁
ず
る
」
と
い
う
通

知
が
村
役
場
に
も
届
い
て
い
る
。

　

ス
ク
エ
ア
ー
ダ
ン
ス
と
い
っ
て
、

８
人
１
組
で
踊
る
ア
メ
リ
カ
の

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
い
ち
早
く
取
り

入
れ
、
若
い
男
女
が
手
を
取
り
合
っ

て
踊
っ
た
の
も
間
も
な
い
頃
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
男
女
が
手
を
繋
ぐ
こ
と
の

な
か
っ
た
青
年
達
に
と
っ
て
、
新
し

い
時
代
の
訪
れ
を
感
じ
る
新
鮮
な
楽

し
み
だ
っ
た
。

　

戦
争
で
中
止
し
て
い
た
盆
踊
り
も

復
活
し
て
夏
の
夜
を
賑
わ
わ
せ
た
。

そ
し
て
平
和
の
訪
れ
を
噛
み
締
め
な

が
ら
青
年
た
ち
は
仮
装
し
た
姿
で
踊

り
ま
く
っ
た
。

　

当
時
大
勢
の
村
人
が
集
ま
る
場
所

は
小
学
校
か
寺
院
し
か
な
か
っ
た
こ

と
も
あ
っ
て
、
村
の
中
心
に
あ
る
学

校
は
い
つ
も
行
事
の
た
め
に
使
わ
れ

て
い
た
。

　
　

井　

上　
　

孝

（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）

－その１４４－

▽
障
害
の
種
類
（
身
体
・
知
的
・
精

神
）
に
か
か
わ
ら
ず
共
通
の
サ
ー
ビ

ス
を
一
元
的
に
提
供
し
ま
す
。

▽
新
た
に
一
般
就
労
へ
の
移
行
を
目

的
と
し
た
就
労
支
援
事
業
を
創
設
す

る
と
と
も
に
、
雇
用
施
策
と
の
連
携

を
強
化
し
ま
す
。

▽
規
制
緩
和
を
進
め
、
既
存
の
社
会

資
源
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

▽
客
観
的
な
尺
度（
障
害
程
度
区
分
）

を
導
入
す
る
と
と
も
に
審
査
会
を
設

置
し
、
支
給
決
定
プ
ロ
セ
ス
を
透
明

化
し
ま
す
。

▽
食
費
や
光
熱
水
費
が
実
費
負
担
と

な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
サ
ー
ビ
ス
量

と
所
得
に
応
じ
た
定
率
負
担
（
利
用

者
が
原
則
１
割
負
担
）
を
導
入
し
ま

す
。

　

な
お
、
利
用
者
負
担
に
係
る
配
慮

措
置
と
し
て
、
所
得
に
応
じ
た
上
限

額
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
低
所
得

の
施
設
入
所
者
等
に
対
す
る
個
別
減

免
や
、通
所
施
設
利
用
者
等
の
食
費
・

光
熱
水
費
な
ど
の
実
費
負
担
の
軽
減

措
置
を
設
け
て
い
ま
す
。

▽
精
神
障
が
い
者
医
療
・
更
生
医
療
・

育
成
医
療
を
自
立
支
援
医
療
と
し
て

統
合
し
、
利
用
者
負
担
等
の
仕
組
み

を
共
通
化
し
ま
す
。

　

利
用
料
等
の
負
担
お
よ
び
自
立
支

援
医
療
に
つ
い
て
は
４
月
１
日
か
ら
、

新
体
系
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は　

月
１０

か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
に
つ
い

て
は
、　

月
か
ら
５
年
間
を
か
け
て

１０

新
体
系
に
移
行
し
ま
す
。

�
介
護
給
付

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
（
居
宅
介
護
）・
重

度
訪
問
介
護
・
行
動
援
護
・
療
養
介

護
・
生
活
介
護
・
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
・
短
期
入
所（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）・

重
度
障
害
者
等
包
括
支
援
・
共
同
生

活
介
護
（
ケ
ア
ホ
ー
ム
）・
施
設
入
所

支
援
（
障
が
い
者
支
援
施
設
で
の
夜

間
ケ
ア
）
を
行
い
ま
す
。

�
訓
練
等
給
付

　

自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
・
生
活
訓

練
）・
就
労
移
行
支
援
・
就
労
継
続
支

援
・
共
同
生
活
介
護（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
）
を
行
い
ま
す
。

�
補
装
具

　

身
体
障
が
い
者
（
児
）
の
身
体
機

能
を
補
完
・
代
替
し
、
日
常
生
活
の

利
便
性
を
高
め
る
た
め
補
装
具
費
を

支
給
し
ま
す
。

�
地
域
生
活
支
援
事
業

　

相
談
支
援
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
支
援
お
よ
び
日
常
生
活
用
具
の
給

付
・
移
動
支
援
・
地
域
活
動
支
援
等

を
行
い
ま
す
。

�
自
立
支
援
医
療

　

精
神
障
が
い
者
医
療
・
更
生
医
療
・

育
成
医
療
を
統
合
し
ま
す
。

　

障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
方
は
３
月　
３１

日
ま
で
に
社
会
福
祉
課
（
福
祉
総
合

相
談
窓
口
）
で
申
請
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
自
立
支
援
医
療
（
旧
精
神

障
が
い
者
医
療
）
に
つ
い
て
は
、
１

月
下
旬
ご
ろ
か
ら
個
別
に
申
請
の
ご

案
内
等
を
送
付
し
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
・
団

体
ご
と
（　

人
程
度
）
に
説
明
会
を

２０

開
催
し
ま
す
の
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
な
お
、
日
時
に
つ
い
て
は
調

整
の
う
え
、
ご
連
絡
し
ま
す
。

〔
申
し
込
み
〕
は
が
き
に
団
体
名
・

参
加
人
数
・
連
絡
先
を
ご
記
入
の
う

え
、
社
会
福
祉
課
へ
。

■
指
定
管
理
者
制
度
と
は

　

こ
れ
ま
で
、
市
が
設
置
す
る
公
の

施
設
の
管
理
運
営
は
、
市
に
よ
る
直

営
か
公
共
的
団
体
等
へ
の
委
託
に
限

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成

　

年
に
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
、

１５市
が
指
定
し
た
民
間
事
業
者
な
ど
に
、

そ
の
管
理
運
営
を
任
せ
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が

指
定
管
理
者
制
度
で
す
。

　

公
の
施
設
の
管
理
運
営
方
法
の
新

た
な
選
択
肢
が
増
え
、
施
設
に
よ
っ

て
は
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
や

経
費
の
削
減
な
ど
の
効
果
が
期
待
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
者
制
度
の
主
な
特
徴
は
、

個
人
を
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
一
定
の

団
体
で
あ
れ
ば
法
人
格
が
必
ず
し
も

必
要
で
な
い
と
い
う
こ
と
と
、
導
入

効
果
を
高
め
る
た
め
に
期
間
を
定
め

て
行
う
と
さ
れ
て
お
り
、
複
数
年
の

管
理
運
営
を
任
せ
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
こ
と
で
す
。

※
一
定
の
歯
止
め
と
し
て
、
指
定
管

理
者
の
指
定
に
は
期
間
を
含
め
、
市

議
会
の
議
決
が
必
要
で
あ
り
、
施
設

の
開
館
時
間
や
使
用
料
金
な
ど
の
管

理
運
営
に
関
す
る
基
本
的
な
事
柄
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
条
例
な
ど
で
定
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
公
の
施
設
と
は

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
を
増
進
す

る
目
的
で
、
そ
の
利
用
に
供
す
る
た

め
に
市
が
設
け
る
施
設
を
い
い
ま
す
。

例
え
ば
、
地
域
セ
ン
タ
ー
や
あ
い
と

ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
、
児
童
館
、
保
育
園
、

体
育
館
な
ど
で
す
。
市
庁
舎
な
ど
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
直
接
利
用
す
る
こ

と
が
目
的
で
は
な
い
の
で
、
公
の
施

設
に
該
当
し
ま
せ
ん
。
学
校
な
ど
管

理
者
が
他
の
法
律
で
限
定
さ
れ
て
い

る
施
設
に
つ
い
て
は
、
公
の
施
設
で

あ
っ
て
も
指
定
管
理
者
の
導
入
は
で

き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
市
の
取
り
組
み

　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
が
円
滑

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
、
共
通
の
ル
ー

ル
と
し
て
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関

す
る
基
本
的
な
手
続
き
な
ど
を
定
め

る
条
例
等
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
公
の
施
設
の
今
後
の
管
理

運
営
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
の
導
入

の
是
非
を
含
め
て
、
内
部
検
討
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
年
度
中
に
そ
の
結

果
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
公
表
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
公
表
に
先
駆
け
、
和
泉
児

童
館
と
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー
は
、
指

定
管
理
者
の
選
定
を
行
い
、
市
議
会

に
お
い
て
指
定
管
理
者
の
指
定
の
議

決
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
指
定
管
理

者
と
の
協
定
の
締
結
な
ど
、
４
月
か

ら
の
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運
営

に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
経
営
室
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広報こまえ　平成１８年（２００６年）１月１５日　�

▽
日
曜
窓
口

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前
８
時　

２９

３０

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▽
夜
間
窓
口

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
・　

日
�
午

１９

２６

後
８
時
ま
で

〔
会
場
〕
収
納
課

　

な
お
、
平
成　

年
度
市
民
税
・
都

１７

民
税
（
第
４
期
分
）、
国
民
健
康
保
険

税
（
第
７
期
分
）、
介
護
保
険
料
（
第

７
期
分
）
は
、
１
月　

日
�
ま
で
に

３１

納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
納
付
は
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な
い

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

■
差
し
押
さ
え
を
行
う
場
合
が
あ
り

ま
す

　

催
告
書
ま
た
は
差
押
事
前
通
知
を

送
付
し
て
も
、
納
税
交
渉
に
応
じ
な

い
場
合
や
、
納
税
意
思
の
な
い
場
合

は
、
地
方
税
法
に
基
づ
い
て
、
差
し

押
さ
え
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

処
分
の
内
容
は
、
銀
行
預
金
、
郵

便
貯
金
、
給
与
、
不
動
産
、
生
命
保

険
等
を
対
象
に
行
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課

〔
日
時
〕
２
月
４
日
�
午
前　

時
か

１０

ら
正
午
ま
で
（
受
け
付
け
は
午
前
９

時　

分
か
ら　

時　

分
ま
で
）

３０

１１

３０

〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
展
示
・

多
目
的
室

※
外
国
人
の
方
で
も
、
中
国
語
、
英

語
、
ハ
ン
グ
ル
の
通
訳
者
が
お
手
伝

い
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

　

市
内
の
商
店
が
電
話
な
ど
で
注
文

を
受
け
、
少
量
か
ら
無
料
で
配
達
を

行
う
商
店
宅
配
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

利
用
条
件
等
を
記
載
し
た
名
簿
を

産
業
生
活
課
お
よ
び
商
工
会
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課
ま
た

は
狛
江
市
商
工
会
�
（
３
４
８
９
）

０
１
７
８

　

今
年
度
か
ら
事
業
着
手
し
て
い
る

３
・
４
・　

号
線
の
慈
恵
第
三
病
院

１８

付
近
の
道
路
事
業
に
併
せ
て
、
交
差

す
る
都
市
計
画
道
路
の
狛
江
通
り
か

ら
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
区

間
の
事
業
化
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
関
係
す
る
市
民
の
方
に

事
業
説
明
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
７
時　

２６

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課

　

都
市
計
画
公
園
・
緑
地
の
整
備
を

計
画
的
・
効
率
的
に
推
進
す
る
た
め
、

都
区
市
町
が
共
同
で
整
備
方
針
の
策

定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
整
備
方
針
（
案
）」
は
、
先
に
公

表
し
た
「
中
間
の
ま
と
め
」
に
対
す

る
意
見
等
を
参
考
に
、
今
後
、
優
先

的
に
整
備
に
着
手
す
る
予
定
の
公

園
・
緑
地
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
「
整
備
方
針
（
案
）」
の
内
容
は
、

計
画
課
窓
口
ま
た
は
都
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ご

意
見
・
提
言
は
Ｅ
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

郵
便
等
ま
た
は
東
京
都
都
市
整
備
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

〔
意
見
等
送
り
先
・
問
い
合
わ
せ
〕

１
月　

日
�
ま
で
に
〒
１
６
３
―
８

３１

０
０
１
新
宿
区
西
新
宿
２
―
８
―
１

東
京
都
都
市
整
備
局
公
園
緑
地
計
画

担
当
�
（
５
３
８
８
）
３
２
６
４
、

�
（
５
３
８
８
）
１
３
５
４
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジh

ttp://w
w
w
.tosh

ise

ibi.m
etro.tokyo.jp/

、
Ｅ
メ
ー

ルS0000180@
section.m

etro.

tokyo.jp

へ
。

　
　

歳
に
達
す
る
前
に
、
初
め
て
医

２０
師
の
診
療
を
受
け
た
日
（
初
診
日
）

が
あ
り
、
そ
の
病
気
や
け
が
に
よ
り
、

　

歳
到
達
時
で
一
定
程
度
の
障
害
状

２０態
の
場
合
は
、
請
求
に
よ
り
障
害
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、　

歳
に
達
す
る
前
に
初
診

２０

日
が
あ
り
、　

歳
に
達
し
た
日
か
ら

２０

　

歳
に
達
す
る
日
の
前
日
ま
で
に
一

６５定
の
障
害
状
態
に
至
っ
た
場
合
は
、

そ
の
障
害
状
態
に
至
っ
た
日
か
ら
請

求
に
よ
り
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、　

歳
前
の
傷
病
に
よ
る

２０

障
害
基
礎
年
金
は
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
必
要
な
く
、
国
庫
負
担
な

ど
で
賄
わ
れ
て
い
る
た
め
、
本
人
の

所
得
制
限
（
扶
養
親
族
等
の
人
数
に

応
じ
て
異
な
り
ま
す
）
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
そ
の
ほ
か
の
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
時
や
日
本
国
内

に
住
所
を
有
し
な
い
と
き
に
は
、
支

給
停
止
と
な
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１

１
　

国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者
の
届

け
出
を
忘
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
国
民

年
金
保
険
料
を
未
納
と
さ
れ
て
い
た

期
間
に
つ
い
て
、
新
た
に
届
け
出
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
納
付
済

期
間
と
な
る
特
例
の
措
置
が
と
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

届
け
出
を
忘
れ
て
い
た
国
民
年
金

第
３
号
被
保
険
者
の
期
間
が
保
険
料

納
付
済
期
間
に
算
入
さ
れ
る
こ
と
で
、

年
金
受
給
資
格
期
間
や
老
齢
基
礎
年

金
額
が
増
額
さ
れ
ま
す
。

　

過
去
に
届
け
出
漏
れ
が
あ
る
方
は
、

忘
れ
ず
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
す
で
に
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、
届
け
出
が
あ
っ
た
日
の
翌

月
分
の
年
金
額
か
ら
反
映
さ
れ
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
府
中
社
会
保
険
事

務
所
�
０
４
２
（
３
６
１
）
１
０
１

１
　

今
ま
で
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

な
ど
か
ら
の
各
種
証
明
書
等
の
交
付

（
再
交
付
）
申
請
に
つ
い
て
は
、
郵

送
ま
た
は
窓
口
で
受
け
付
け
を
行
っ

て
い
ま
し
た
が
、
平
成　

年　

月　

１７

１０

３１

日
か
ら
、
電
話
か
ら
で
も
申
請
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
対
象
と
な
る
証
明
書
等

▽
準
確
定
申
告
用
源
泉
徴
収
票
▽
裁

定
通
知
書
・
支
給
額
変
更
通
知
書（
発

行
か
ら
お
お
む
ね
３
カ
月
以
内
の
通

知
書
）
▽
給
付
証
明
書
▽
年
別
内
訳

書
▽
返
納
金
納
付
書
▽
改
定
通
知
書

▽
源
泉
徴
収
票
▽
振
込
通
知
書

■
申
請
者
の
範
囲

�
本
人
�
配
偶
者
（
本
人
の
申
請
が

困
難
な
場
合
）
�
未
支
給
請
求
者

※
�
は
本
人
宛
、
�
は
未
支
給
請
求

者
宛
に
郵
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
電
話
に
よ
る
申
請
で
は
、

申
請
者
の
確
認
の
た
め
に
、
基
礎
年

金
番
号
、
年
金
コ
ー
ド
、
申
請
者
の

氏
名
、
生
年
月
日
、
住
所
、
支
払
機

関
名
な
ど
を
お
尋
ね
し
ま
す
の
で
、

あ
ら
か
じ
め
年
金
証
書
な
ど
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
」
�
０
５
７
０
（　

）
１
１
６
５

０７

ま
た
は
府
中
社
会
保
険
事
務
所
�
０

４
２
（
３
６
１
）
１
０
１
１

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
６
時　

１９

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
５
０
３
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
６
時　

１７

３０

分
か
ら

〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢
福
祉
課

�

�

�

�

�������������������

�������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

市
税
・
介
護
保
険
料
の
納
付

お
よ
び
相
談
窓
口

�
狛
江
市
社
会
教
育
委
員
の
会
議

　

歳
前
の
傷
病
に
よ
る
障
害

２０基
礎
年
金

「
法
律
相
談
」「
外
国
人
相
談
」

合
同
無
料
相
談
会
を
開
催
し

ま
す

商
店
宅
配
事
業
を
ご
利
用
く

だ
さ
い

調
布
都
市
計
画
道
路
３
・
４
・

　

号
（
市
道　

号
線
）
の
事

２３

３４

業
説
明
会

「
都
市
計
画
公
園
・
緑
地
の
整

備
方
針
（
案
）」へ
の
意
見
・

提
言
募
集

国
民
年
金
第
３
号
被
保
険
者

の
届
け
出
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か

電
話
か
ら
で
も
年
金
の
各
種

証
明
書
等
の
交
付（
再
交
付
）

申
請
が
で
き
ま
す

〔
所
在
地
〕
岩
戸
北
３
―
３
―
７

〔
募
集
戸
数
〕
単
身
者
用
１
戸

〔
入
居
待
機
者
の
登
録
〕
３
人
。

次
に
空
室
が
発
生
し
た
場
合
に
、

待
機
者
か
ら
順
番
に
、
入
居
あ
っ

旋
し
て
い
き
ま
す
。
有
効
期
間
は

入
居
待
機
者
と
し
て
決
定
さ
れ
た

日
か
ら
原
則
と
し
て
１
年
で
す
。

〔
申
込
書
配
布
〕
１
月　

日
�
か

２３

ら　

日
�
ま
で
（
土
・
日
曜
日
を

３１
除
く
）
産
業
生
活
課
で
配
布

〔
申
込
方
法
〕　

日
�
か
ら
２
月

２３

３
日
�
ま
で
（
土
・
日
曜
日
を
除

く
）
に
本
人
が
直
接
産
業
生
活
課

ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〔
申
込
資
格
〕
▽
２
月
３
日
現
在

で
、
満　

歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

６５

の
方
（
現
に
同
居
し
て
い
る
親
族

が
い
な
い
方
）
▽
２
月
３
日
現
在

で
、
市
内
に
引
き
続
き
３
年
以
上

居
住
し
て
い
る
方
▽
独
立
し
て
日

常
生
活
を
営
め
る
方
▽
持
ち
家
に

居
住
し
て
い
な
い
方
▽
現
に
住
宅

に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
方
▽
連
帯
保
証
人
が
い
る

方
▽
平
成　

年
中
の
所
得
金
額
が

１６

３
２
１
万
６
�
０
０
０
円
以
内
で

あ
る
方
▽
共
同
住
宅
の
た
め
、
居

住
ル
ー
ル
を
厳
守
で
き
る
方

※
２
月
上
旬
に
予
定
し
て
い
る
都

営
住
宅
募
集
に
つ
い
て
も
、
条
件

を
満
た
す
方
は
、
両
方
に
お
申
し

込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

�

�

�

�

�

�
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�

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
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�
�
�
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■
就
職
活
動
セ
ミ
ナ
ー

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
後
２
時

２３

か
ら
４
時　

分
ま
で
（
午
後
１
時

３０

　

分
開
場
）

３０〔
会
場
〕エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
展
示
・

多
目
的
室

〔
テ
ー
マ
〕
自
分
の
売
り
込
み
方
、

教
え
ま
す　

就
職
活
動
事
始
め

〔
講
師
〕
宮
腰
育
幸
さ
ん
（
東
京

し
ご
と
セ
ン

タ
ー
就
職
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
）

〔
対
象
〕
お
お

む
ね　

歳
未
満

３０

の
方

〔
定
員
〕
先
着

　

人
２０〔

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
２

月　

日
�
ま
で
に
産
業
生
活
課
へ
。

２２
■
第
８
回
「
就
職
フ
ェ
ア
」

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
か
ら　

日

２５

２７

�
ま
で
の
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま

で
（
受
け
付
け
は
午
後
零
時　

分
３０

か
ら
）

〔
会
場
〕
六
本
木
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

〔
対
象
〕平
成　

年
３
月
大
学
院
・

１８

大
学
・
短
大
・
高
専
等
卒
業
予
定

者
お
よ
び
お
お
む
ね　

歳
未
満
の

３０

同
学
歴
の
既
卒
者

〔
問
い
合
わ
せ
〕
学
生
職
業
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
�
（
３
５
８
９
）

８
６
０
９

�

�

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�

�
狛
江
市
介
護
保
険
推
進
市
民
協
議

会



�　広報こまえ　平成１８年（２００６年）１月１５日

〔
日
時
〕
２
月
６
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
７
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１６母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
歯
ブ

ラ
シ
※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票

を
送
付
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
２
月
９
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
１
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１５母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・
保
険
証
※
対

象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送
付
し

ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
受
付
時
間
は

１４

午
前　

時
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ

１０

１０

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
生
後

３
〜
６
カ
月
未
満
の
乳
児
（
平
成　
１７

年
８
月　

日
以
降
の
生
ま
れ
）〔
持
ち

１５

物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票
※
生

後
３
カ
月
以
上
の
方
で
予
診
票
の
な

い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

５
・
６
か
月
児
の
赤
ち
ゃ
ん
の
保

育
と
離
乳
食
（
初
期
）
に
つ
い
て
勉

強
し
ま
す
。
受
講
中
は
赤
ち
ゃ
ん
を

お
預
か
り
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
２
月
２
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
（
３
時　

分

２０

３０

終
了
予
定
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・

筆
記
用
具
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
赤
ち
ゃ

ん
の
飲
み
物
な
ど

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
前　

時
〜

１２

１０

正
午〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
対
象
〕妊
娠
中
の
方（
パ
ー
ト
ナ
ー

の
方
も
可
）〔
定
員
〕　

組
〔
内
容
〕

４０

妊
娠
中
の
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
に
関
す

る
こ
と
な
ど
〔
講
師
〕
佐
味
光
子
さ

ん
（
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）
※
保
育
あ
り

（
定
員
は　

人
）

１２

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１
月

　

日
�
か
ら
健
康
課
�（
３
４
８
８
）

１６

１
１
８
１
へ
。

　

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
等
、

血
液
中
の
脂
肪
が
多
い
状
態
を
高
脂

血
症
と
い
い
ま
す
。
放
置
す
る
と
動

脈
硬
化
が
進
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活

習
慣
病
を
招
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

〔
日
程
・
内
容
〕
別
表
〔
会
場
〕
あ

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
定
員
〕　

人
３０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。　

　

家
に
こ
も
り
が
ち
な
お
母
さ
ん
と

赤
ち
ゃ
ん
、
時
に
は
外
に
出
て
、
歌

や
手
遊
び
・
お
し
ゃ
べ
り
な
ど
を
通

し
て
仲
間
づ
く
り
や
子
育
て
に
関
す

る
情
報
交
換
を
行
い
ま
せ
ん
か
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
・
２
月　

日

２４

２８

�
・
３
月　

日
�
午
前　

時
〜
正
午

１４

１０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー〔
対

象
〕
１
歳
ま
で
の
赤
ち
ゃ
ん
と
お
母

さ
ん
〔
持
ち
物
〕
バ
ス
タ
オ
ル
・
母

子
健
康
手
帳
〔
定
員
〕　

組
２５

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１
月

　

日
�
か
ら
健
康
課
�（
３
４
８
８
）

１６１
１
８
１
へ
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
・
２
月　

日

２６

１６

�
・
３
月　

日
�
午
前
９
時
〜
午
後

２３

１
時
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン

タ
ー
〔
定
員
〕
各　

人
１５

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１
月

　

日
�
か
ら
健
康
課
�
（
３
４
８

１６８
）
１
１
８
１
へ
。

　

育
児
に
関
す
る
悩
み
や
相
談
、
お

母
さ
ん
自
身
の
心
や
体
の
こ
と
な

ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
保
健

師
、
管
理
栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
等

が
相
談
に
応
じ
ま
す
（
お
子
さ
ん
の

身
長
、
体
重
も
測
れ
ま
す
）。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前
９
時　

２５

３０

分
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

１１

３０

あ
セ
ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康

手
帳

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

　

自
分
や
家
族
の
健
康
・
食
事
・
子

育
て
の
こ
と
等
を
保
健
師
・
管
理
栄

養
士
等
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

〔
日
時
〕
２
月
３
日
�
午
後
２
時
〜

４
時
〔
会
場
〕
野
川
地
域
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

■
健
康
教
室
「
高
脂
血
症
」

■
３
歳
児
健
康
診
査

■
育
児
学
級

　

市
で
は
、
資
源
と
し
て
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
収
集
し
て
い
ま
す
。

見
分
け
方
は
、
ボ
ト
ル
に
表
示

さ
れ
て
い
る
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー

ク
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ボ
ト
ル
の
底
を
見
て

も
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
確

認
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
ほ
か
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ボ
ト
ル
な
ど
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
混
ざ
っ
て
し
ま
う
と
、
再
生

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
ご
家
庭
で
の
分
別
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

卵
の
パ
ッ
ク
な
ど
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
以
外
に
も
、
リ
サ
イ
ク
ル

マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る
製
品
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
分
別

収
集
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
可

燃
ご
み
の
収
集
等
で
出
し
て
く

だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

第
８
回

第
８
回　

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

は

底

で

確

認

ペ

ッ

ト

ボ

ト

ル

は

底

で

確

認

　

狛
江
市
ま
ち
づ
く
り
条
例
に

は
、ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
を
提

案
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
が
、現

実
に
は
ル
ー
ル
が
で
き
る
前
に

大
き
な
事
業
等
が
進
ん
で
し
ま

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、一
定
規
模
以
上
の

開
発
等
に
対
し
、市
民
・
事
業
者
・

市
が
合
意
形
成
を
は
か
っ
て
か

ら
協
定
を
結
ぶ
手
続
き
を
整
備

し
ま
し
た
。

　

事
業
者
に
標
識
板
設
置
、説
明

会
実
施
を
義
務
付
け
、
そ
の
後
、

市
と
事
業
者
の
協
議
が
開
始
し

ま
す
。
そ
の
間
、２
週
間
だ
れ
で

も
申
請
図
面
等
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
期
間
（
縦
覧
期
間
）
を
設

け
、近
隣
住
民
お
よ
び
市
民
等
で

意
見
が
あ
る
方
は
事
業
意
見
書

を
提
出
で
き
ま
す
。

　

近
隣
住
民
か
ら
事
業
意
見
書

が
提
出
さ
れ
た
場
合
は
、協
定
案

（
事
前
協
議
報
告
書
）を
作
成
し
、

再
び
２
週
間
の
縦
覧
期
間
を
設

け
ま
す
。
こ
の
期
間
中
、近
隣
住

民
で
意
見
が
あ
る
方
は
協
議
意

見
書
を
提
出
で
き
、意
見
調
整
後
、

市
と
事
業
者
は
協
定
を
締
結
し

ま
す
。
た
だ
し
、 近
隣
住
民
か
ら

事
業
意
見
書
が
提
出
さ
れ
な

か
っ
た
場
合
は
、事
前
協
議
報
告

書
の
作
成
は
せ
ず
に
協
定
を
結

び
ま
す
。事
業
は
協
定
後
で
な
け

れ
ば
着
手
で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
、説
明
会
等
の
内

容
を
充
実
さ
せ
、合
意
形
成
の
努

力
を
す
る
こ
と
が
市
民
・
事
業

者
・
市
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
つ
く
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課

■
普
通
救
命
講
座
〜
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
利
用

方
法
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
〜

■
出
張
相
談

�

�

��

�

�

�

�

�

�

■
ぽ
っ
か
ぽ
か
広
場

健
康
診
査

健
康
診
査�

健
康
診
査

健
康
診
査�

■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

教
　
室

教
　
室�
教
　
室

教
　
室�

健
康
相
談

健
康
相
談�

健
康
相
談

健
康
相
談�

■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

予
防
接
種

予
防
接
種�

予
防
接
種

予
防
接
種�

 ■健康教室「高脂血症」

講　師内　　容日　時

片山隆司さん
（狛江市医師
会）

高脂血症
～講演会～

２月１日�
午前１０時
～１１時３０分

運動指導士運動とまとめ
２月１０日�
午前１０時
～１１時３０分

管理栄養士食事の話
２月１３日�
午前１０時
～１１時３０分

�
�
�
�

�

�
��

�

�

���
�
�
�
�
�

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp
:/

/w
w
w
.h
im
aw
ari.m

et

ro.tokyo.jp/

〔
診 
療 
日
〕　

日
・　

日
・　

日

１５

２２

２９

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

〔
診 
療 
日
〕
月
・
火
・
木
・
金
曜

日
（
当
院
の
休
診
日
は
除
く
）

〔
受
付
時
間
〕午
後
７
時
〜
９
時

　

分
３０〔

対
象
〕　

歳
以
下
の
急
病
の
お

１５

子
さ
ん

※
事
前
に
電
話
し
て
か
ら
受
診

○
慈
恵
第
三
病
院
内
「
狛
江
・
調

布
小
児
初
期
救
急
平
日
準
夜
間

診
察
室
」

　
　

�
（
３
４
８
８
）
２
０
６
１

■
マ
タ
ニ
テ
ィ
講
演
会

■
育
児
相
談��������	
��

����

����������	
��

���������	
��
�

��������	
��


������

� � � � � � � �� � � � � � � �
� � � � � �� � � � � �

ペットボトルの見分け方

底の中心が丸く
へこんでいるも
のは再生します。

底の中央に線が
入っているもの
は可燃ごみです。

（識別表示マーク）



広報こまえ　平成１８年（２００６年）１月１５日　�

午
後
１
時
〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
対

１５

象
〕
成
人
男
性
〔
参
加
費
〕
９
０
０

円
（
材
料
費
）〔
持
ち
物
〕
エ
プ
ロ

ン
・
三
角
巾
・
タ
オ
ル
〔
講
師
〕
小

林
秀
子
さ
ん
（
料
理
研
究
家
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
南
部

地
域
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
２

１
５
０
へ
。

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時
〜

２７

１０

　

時
〔
会
場
〕
狛
江
市
ビ
ン
・
缶
リ

１１サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
清
掃
課

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
７
時
〜

２０

８
時　

分
〔
会
場
〕
和
泉
児
童
館

３０

〔
内
容
〕
子
育
て
の
手
伝
い
を
お
願

い
し
た
い
方
と
子
育
て
の
手
伝
い
が

で
き
る
方
が
会
員
に
な
り
、
相
互
に

助
け
合
う
有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
説
明
会
で
す
。
利
用
会
員
（
援

助
を
受
け
た
方
）
は
サ
ポ
ー
ト
会
員

（
援
助
を
し
た
方
）
に
お
子
さ
ん
１

人
当
た
り
１
時
間
に
つ
き
７
０
０
円

（
曜
日
、
時
間
に
よ
っ
て
は
８
０
０

円
）
の
謝
礼
金
を
支
払
い
ま
す
。
サ

ポ
ー
ト
会
員
希
望
者
は
説
明
会
と
講

習
（
２
日
間
）
の
受
講
が
必
要
で
す
。

※
２
歳
以
上
の
託
児
を
行
い
ま
す
。

託
児
申
し
込
み
は
３
日
前
ま
で
に
セ

ン
タ
ー
へ
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
�

（
３
４
８
０
）１
５
８
７（
火
〜
土
曜

日
午
前　

時
〜
午
後
６
時
）へ
。

１０

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
１
時
〜

２８

３
時〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
対
象
〕
小
学
校
１
〜
６
年
生
〔
定

員
〕　

人
〔
内
容
〕
イ
ン
ド
や
バ
ン

３０

グ
ラ
デ
シ
ュ
の
文
化
な
ど
を
学
び
ま

す〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
こ
ま

え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
�（
３

４
８
８
）
０
２
９
４
へ
。

　

１
月　

日
�
は
、
午
前　

時
ま
で

１９

１０

停
電
の
た
め
受
付
事
務
は
で
き
ま
せ

ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
体
育
課
�
（
３
４

３
０
）
１
１
４
１

■
上
和
泉
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕０

歳
か
ら
の
部
午
後
３
時　

分
か
ら
・

１５

４
歳
か
ら
の
部
３
時　

分
か
ら
▽　

４５

１６

日
�
〔
絵
本
〕
ず
い
と
ん
さ
ん
・
む

し
ば
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
の
ぼ
う
け
ん
・

お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
▽　

日
�
〔
絵

２３

本
〕
し
っ
ぽ
の
は
た
ら
き
・
お
さ
る

日
記
・
は
い
い
ろ
ひ

め
さ
ま
か
ぞ
え
う

た
▽　

日
�
〔
絵

３０

本
〕つ
る
に
ょ
う
ぼ

う
・
ご
め
ん
な
さ

い
・
え
を
か
く

■
な
ん
ぶ
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕１

月　

日
�
午
後
３
時
か
ら
〔
対
象
〕

２０
幼
児
〜
小
学
校
低
学
年 〔
絵
本
〕 ス
ー

ホ
ー
の
白
い
馬
〔
紙
し
ば
い
〕
ふ
く

ろ
う
の
そ
め
も
の
や
〔
折
り
紙
〕
は

ね
る
馬

■
こ
ま
え
市
民
大
学
・
女
性
問
題
講

座
「
い
ま
、『
家
族
』 に
何
が
必
要

か
？
」　
〔
日
程
・
内
容
〕
別
表 〔
時

間
〕 午
後
２
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

〔
受
講
料
〕
８
０
０ 
円
（
全
４
回
分
）

〔
定
員
〕　

人
２０

■
狛
プ
ー
（
青
年
教
室
）「
天
職
っ
て

な
あ
に
？
」
学
習
会　
〔
日
時
〕
１
月

　

日
�
午
後
６
時
〜
８
時〔
ゲ
ス
ト
〕

２１北
田
敬
三
さ
ん
（
調
理
師
）

■
市
民
総
合
体
育
館
停
電

ス
ポ
ー
ツ�

図
書
館�

�

◎
西
河
原
公
民
館

　
　
　

�
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

公
民
館�

�

◎
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

■
ひ
ま
わ
り
リ
ト
ミ
ッ
ク　
〔
日

時
〕
１
月　

日
�
▽
Ａ
ク
ラ
ス
午

２５

前　

時
か
ら
▽
Ｂ
ク
ラ
ス
午
前　

１０

１１

時
か
ら
〔
対
象
〕
Ａ
ク
ラ
ス
２
歳

児
、
Ｂ
ク
ラ
ス
３
歳
児
以
上
〔
定

員
〕
各　

組
〔
申
し
込
み
〕　

日

３０

１６

�
か
ら

■
墨
絵
を
描
こ
う　
〔
日
時
〕１
月

　

日
�
午
後
３
時　

分
〜
４
時　

２３

３０

３０

分
〔
対
象
〕
小
学
生
〔
定
員
〕
先

着　

人
１０

■
も
ち
つ
き
大
会
〜
つ
き
た
て
の

お
も
ち
を
食
べ
よ
う
〜　
〔
日
時
〕

１
月　

日
�
午
後
１
時　

分
〜
３

２８

３０

時
（
２
時　

分
３０

受
け
付
け
終

了
）〔
対
象
〕
小

学
生〔
参
加
費
〕

　

円〔
持
ち
物
〕

５０お
皿
・
お
は
し
〔
申
し
込
み
〕　
２６

日
�
ま
で
（
電
話
不
可
）

■
た
ん
ぽ
ぽ
お
も
ち
つ
き
〜
つ
き

た
て
の
お
も
ち
を
食
べ
よ
う
〜　

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
前　

時

２８

１１

〜
正
午
〔
対
象
〕
乳
幼
児
親
子

〔
参
加
費
〕　

円〔
持
ち
物
〕お
皿
・

５０

お
は
し
〔
申
し
込
み
〕　

日
�
ま

２６

で
（
電
話
不
可
）

■
子
育
て
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
連
続
講
座

「N
o
b
o
d
y
's
P
e
rfe
c
t

」　

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
・　

日
�
・

１３

１８

　

日
�
・　

日
�
・　

日
�
・
３

２０

２５

２７

月
４
日
�
午
前　

時
〜
正
午
（
原

１０

則
全
回
出
席
）〔
対
象
〕
０
歳
か
ら

３
歳
ま
で
の
子
ど
も
を
育
て
て
い

る
方
〔
内
容
〕
子
ど
も
の
し
つ
け

の
悩
み
な
ど
を
体
験
型
で
学
習
し

ま
す
〔
定
員
〕
先
着
８
人
（
保
育

あ
り
）〔
参
加
費
〕
２
０
０
円
・
保

育
３
０
０
円
〔
申
し
込
み
〕
１
月

　

日
�
か
ら

１６■
豆
ま
き　
〔
日
時
〕２
月
２
日
�

午
前
９
時　

分
〜　

時

４０

１１

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕１
月　

日
１９

�
午
前　

時
〜　

時 （
雨
天
中

１０

１１

止
）

◎
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

◎
和
泉
児
童
館

　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

���������������������������������������������������������������������������������������������������

◎
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

　

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

　

小
・
中
学
校
の
心
身
障
が
い
学
級

の
子
ど
も
た
ち
や
調
布
養
護
学
校
・

府
中
養
護
学
校
・
久
我
山
盲
学
校
に

通
っ
て
い
る
市
内
在
住
の
子
ど
も
た

ち
の
学
習
の
成
果
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〔
期
間
〕
１
月　

日
�
〜
２
月
３
日

２３

�
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
。
２
月
３

日
�
は
午
前
中
の
み
）〔
会
場
〕
市
役

所
２
階
フ
ロ
ア
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
指
導
室

〔
日
時
〕
１
月　

日
�
午
後
２
時
〜

２８

４
時
〔
会
場
〕
エ
コ
ル
マ
ホ
ー
ル
展

示
・
多
目
的
室
〔
内
容
〕
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
〔
パ
ネ
ラ
ー
〕
中
学

校
校
長
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
・
地
域
セ
ン

タ
ー
運
営
協
議
会
役
員
お
よ
び
事
務

局
長
な
ど
〔
定
員
〕
１
０
０
人

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
市
民

協
働
課
へ
。

〔
日
時
〕
２
月　

日
�
午
前　

時
〜

１２

１０

午
後
２
時
〔
会
場
〕
西
河
原
公
民
館

〔
対
象
〕
市
内
在
住
の
小
学
校
３
〜

６
年
生
〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
持
ち

２０

物
〕タ
オ
ル
・
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾〔
参

加
費
〕
８
０
０
円
（
昼
食
・
飲
み
物
・

材
料
費
）〔
内
容
〕
混
ぜ
ご

は
ん
の
お
に
ぎ
り
を
つ

く
っ
て
、
で
き
た
て
の
手

づ
く
り
豆
腐
と
一
緒
に
食
べ
ま
す
。

ザ
ル
豆
腐
の
お
土
産
も
あ
り
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
１
月

　

日
�
か
ら　

日
�
ま
で
に
社
会
教

１６

２３

育
課
へ
。　

〔
日
時
〕
２
月
６
日
�
午
後
２
時
〜

４
時　

分
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

３０

ン
タ
ー
〔
講
師
〕
倉
本
英
彦
さ
ん

（
北
の
丸
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
福
祉
課

〔
日
時
〕
２
月
９
日
�
午
前　

時
〜

１０

正
午
〔
対
象
〕
成
人
〔
定
員
〕
先
着

　

人
〔
費
用
〕
４
５
０
円
（
材
料
費
）

２０〔
講
師
〕
磯
久
子
さ
ん
（
折
り
紙
講

師
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
南
部

地
域
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
２

１
５
０
へ
。

〔
日
時
〕
２
月
４
日
�
午
前　

時
〜

１０

■
心
身
障
が
い
学
級
連
合
展
覧
会

■
ダ
ン
ボ
ー
ル
に
よ
る
生
ご
み
堆
肥

化
相
談
会

催
　
し�

�

■
狛
江
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
事
業
説
明
会

お
知
ら
せ�

セ
ミ
ナ
ー�

■
講
演
会
「
思
春
期
・
青
年
期
の
こ

こ
ろ
〜
ひ
き
こ
も
り
・
不
登
校
の
理

解
と
対
応
」

■
お
豆
腐
づ
く
り
を
体
験
し
て
み
ま

せ
ん
か　

■
折
り
紙
教
室
「
お
ひ
な
様
」
を
作

り
ま
し
ょ
う

■
な
べ
料
理
と
野
菜
を
使
っ
た
簡
単

な
お
つ
ま
み
（
男
の
料
理
教
室
）

■
子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

参
加
者
募
集

■こまえ市民大学女性問題講座「いま、『家族』に何が必要か？」

講　 師内　 　 容日 程

井上匡子さん
（神奈川大学
助教授）

変わってきた家族、いろいろな姿（か
たち）―制度的家族から、こころのむ
すびつきを大事にとらえる家族へ―

２月８日�

家族制度と私たちの意識―法律
や制度は私たちの意識をどのよ
うにつくってきたか―

２月１５日�

小沢牧子さん
（著述業）

いま、『家族』に何が必要か…
�―生活を共にする人と人との
つながりとしての家族―

３月１日�

いま、『家族』に何が必要か…
�―３回目の問題提起を受け、
受講者も参加して話し合う―

３月８日�

◎
駄
倉
保
育
園

　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
５

◎
狛
江
子
ど
も
の
家

　

�
（
３
４
８
８
）
１
２
３
１

◎
中
央
公
民
館

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

◎
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
２
１
５
０

■
子
育
て
支
援
講
座
〜
中
学
生
の
居

場
所
に
つ
い
て
、　

み
ん
な
で
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
〜


